
16個の電極が4つのエリアに配置されたパターン。表面加工などの目的で、

チャンバーリングを接着せずに購入することも可能。

中央64電極エリアに播種された培養3日目のMIN6細胞。

グルコース誘発応答波形の典型例。左図の赤枠で示した電極の90-690 sの区間を拡大表示。ハイパスフィルター処理によって徐派成分を除去すると、AP (action 

potential) とよばれ、 α細胞との関連が指摘されるスパイク様の鋭波成分も観察された。β細胞のスパイクの時間幅は神経細胞や心筋細胞よりも長く、100 Hzのハイパスフィ

ルター処理下では観察できない。

同一のシステムを用いてMED プローブの電極 (左) と性能の劣る電極 (右)

で取得した信号 (未処理の生波形) を比較。MED プローブはベースラインノ

イズも低く、生体由来の低い周波数帯域の信号も正確に検出できる。
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MED64 Offline ToolkitによるFFT解析。徐派成分の解析のため、FFTサイズの

上限値を216から221に改修して得られた結果。左上は長時間区間の64電極オシ

ロスコープ表示。
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～本 事 例 で 使 用 し た 機 種～

MED64-Basic

MED64 メインアンプ

[MED-A64MD1A]

MED64 ヘッドアンプ

[MED-A64HE1S]

MED 温度制御付コネクター

[MED-CP04]

MED コネクターカバー

[MED-CC06]

計測用PCシステム

[MED-D0T]

システム制御ソフトウェア

Mobius

オフライン解析ツール

MED64 Offline Toolkit

MED プローブ

[MED-R515A]

【推奨システム構成例】
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